
番号 機関名 分野

1

長崎純心大 国際

歴史

地域

2

長崎県立大 探究

3

長崎新聞社 国際

メディア

4

ハウステンボス 観光

経済

環境

5

協和機電 環境

工学

国際

6

長崎大学ＦＦＧ

（十八親和銀行）

経済

経営

7

九州教具 経済

観光

地域

8

（株）イシマル 経済

情報

地域

9

JICA長崎デスク 国際

福祉

10

ジャパネットたか

た

地域

経済

11

地域循環研究所 環境

工学

12

京セラ 工学

情報

経済

13

つくるのわ 地域

経済

14

五島市ドローン 工学

地域

ジャパネットのグループ会社である地域創生事業を担う『株式会社リージョナルクリエーション長崎』の

長崎まちづくり部 地域マーケティング・PR課による講演。Ｖファーレンをはじめ、Ｂリーグや稲佐山の

プロジェクトなど、長崎県の地域創生に立ち向かう最前線の講話を聴くことができる。

数々の学校での環境教育の実践例を持つ地域循環研究所の講演。佐世保エコプラザでの実績を踏まえ、漂

着ゴミやプラスチックゴミ、堆肥、発電、環境改善の方策について、幅広く深い知識に触れることができ

る。様々な質問にも対応。

素材から部品、デバイス、機器、さらにはサービスやネットワーク事業にいたるまで、多岐にわたる事業

をグローバルに展開する京セラの講演。

長崎市主催の「ながさき若者会議」の中心者である岩本氏による講演。空き家活用の実績と経験を踏ま

え、長崎をどのように創生し輝かせていくか、多様なアイディアと実践例について講話をいただく。

地域創生におけるドローン活用の実践についての講演。五島市の挑戦について、お話をうかがう。

ベトナムでの水質改善、イラクや中国での地域支援、五島での災害避難用太陽光発電、潮流発電、

国内外にグローバルな活躍を果たす長崎が誇るまさにＳＤＧｓ企業の講演。海水を淡水にもどす際の

浸透圧による発電など、その講話の内容は多岐にわたり、学問的視野を拡大させる。

長崎大学ＦＦＧアントレプレナーシップセンター長（教授）による講演。「アントレプレナーシップ」と

は、事業創造や製品開発などに向けた高い創造意欲を持ち、積極的にリスクをとって挑戦していく姿勢、

マインドなどを指す「起業家精神」を意味する。将来にわたり長崎県経済の発展に貢献できる、先進的な

イノベーションを起こす人材となるための教育プログラムを実践する。

ソリューション事業部・ウォーターネット事業部・ホテル事業部をもつ長崎県の企業。ウィズコロナのな

かでの経営、地域創生への取組について講演する。

長崎県を代表するＩＴソリューション企業。ウィズコロナのなかでの経営、地域創生への取組について講

演する。

ＪＩＣＡの長崎県支部。今回はスリランカでの高齢者福祉を主題として講演。多様な途上国支援の実績か

ら、幅広い質問にも対応。ＳＤＧｓの実現に向け、まさにグローバル課題の解決の本丸にいる国際機関の

実体験と今後の展望について学ぶことができる。

ハウステンボスの経営戦略とＳＤＧｓ（環境）への取組について

急成長を遂げ、長崎の、また日本を代表するテーマパークとなったハウステンボスの経営戦略、

またＳＤＧｓの取組や地域貢献についての講演を実施。

長崎チャンネル　講演者・講演内容　一覧　                       別紙02

人文学部　文化コミュニケーション学科　講師

長崎の近代化に至るまでの歴史について、近代化遺産として登録されている各史跡を用いながら、

また欧米人から（外から）見た「長崎」とはどのような存在なのか、その概念について講演。

※全て英語による講話

講演者紹介・タイトル・内容

※基調講演（２年普・国文系、１年生全員は必ず受講）

国際社会学部　准教授

タイトル「フィールドワーク学習：社会から学ぶ」

コロナ禍のなかでの学校の外、地域社会でのインタビューやアンケート調査の方法とその注意点。

長崎県立大学、長崎大学、立教大学、高崎経済大学の大学生も参加予定。

※探究活動で行うアンケートの実施方法についての講演

長崎新聞社記者による、平和関連記事に関する講演。

ＳＤＧｓの達成につながる、長崎という世界平和を希求する記事作成において、

その実情についてお話をいただく。


